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人 間 生 活 圏 を 取 り 巻 く 大 気 の 微 量 物 質 の 動 態 把 握
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3.研 究 概 要

大 気 質 の変 動 は 、健 康 や植 生 に対 す る影 響 、気 候 変 動 へ の 関 与 な ど、多 岐 に亘 っ

て 影 響 を及 ぼす こ とが 懸 念 され て い る。安 全 で安 心 な 大気 環境 を確 立 ・維 持 す る た

め に も 、現 在 の大 気 質 変 動 の動 態 を詳 細 に把 握 し、将 来 的 な変 動 を正 しく予 測 す る

必 要 が あ る。 しか しな が ら、そ の対 策 の 際 に 必 須 の 知 見 とな る 大気 質 特性 の 変 動 要

因 に は、未 解 明 な 部 分 も多 く残 され て い る。本 プ ロ ジ ェ ク トで は 、人 間 生 活 圏 お よ

び 森 林 圏 に近 い 大気 の 化 学 的 動 態 の変 動 に着 目 し、大気 微 量 成 分(ガ ス お よび 粒 子

状 物 質)の 時 空 間 分布 を精 細 に描 写 す る新 しい 大 気 計 測 手 法 を提 案 す る。2010年 秋

お よび2011年 春 の 予備 調 査 な らび に 予備 観 測 を踏 ま え て 、2011年9月 に は滋 賀 県

甲賀 市 に あ る信 楽MU観 測 所(34.9°N,136.1°E)に お い て 、接 地 境 界 層 にお け る

エ ア ロ ゾル ・微 量 気 体 プ ロ フ ァイ ル 観 測 実 験(AEROGAP-PhaseI)を 実施 した。 こ

の観 測 で は 、新 しい 試 み と して 、係 留 気 球 をプ ラ ッ トフ ォー ム と して活 用 す る こ と

に よ り、微 量気 体 成 分 な らび にエ ア ロゾル 粒 子 の 個 数 濃 度 と粒 径 分 布 の鉛 直 立 体 分

布 を観 測 す る方 法 を 考 案 した 。ま た 、地 上設 置 の 直 接 測 定 お よび リモ ー トセ ン シ ン

グ計 測 デ ー タ と、係 留 気 球 を 上 空 に飛 翔 させ て観 測 した デ ー タ とを突 き合 わせ 、エ

ア ロ ゾル の物 理 ・化 学 ・光 学 特性 の 立 体 分 布 特 性 を 考 察 した 。 この観 測 か ら、 オ ゾ

ン濃 度 の 高度 勾 配 の 時 間 変 化 や 、鉛 直方 向 の 風 速 と関連 す る と思 わ れ る極 微 細 なエ

ア ロ ゾル 粒 子 の濃 度 の 変 化 な ど、今 ま で 直接 的 な観 測 が 困難 で あ っ た 現象 を捉 え る

こ とが で き た。2012年8.月 に は 同観 測 所 にお い て 、AEROGAP-1で 発 見 した 現 象 を更

に精 密 に探 査 す る た め に 、AEROGAP-PhaseIIを 実 施 した 。AEROGAP-IIで は 、
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AEROGAP-1で 開 発 した 地 上 お よび 上 空 の 大 気 質 計 測 シ ス テ ム に加 えて 、 走 査 機 構 を

付 加 した 型 ラマ ン ライ ダー の新 規 開 発 と試 験 運 転 を行 っ た。 走 査 ラ イ ダ ー 手 法 が 、

水 蒸 気 とエ ア ロ ゾル の 時 空 間 変 動 の 精 緻 な観 測 に 走 査 型 ラマ ン ライ ダー 有 効 で あ

る こ とを示 唆 す る結 果 が得 られ た。 ま た 、人 為 汚 染 大 気 の トレー サ ー と して 、上 空

100mに お け る黒 色 炭 素 粒 子 の連 続 観 測 を試 み た 。一 方 で 、野 外 で 発 生 す る光 化 学 オ

キ シ ダ ン トや エ ア ロ ゾル は 、我 々 の居 住 空 間 に も容 易 に入 り込 む 。居 住 空 間 内 に お

け る大 気 質 の 問題 、 い わ ゆ る、indoorairqualityを 評 価 す る シ ス テ ム の 開発 も

2012年 度 か ら新 た に始 め た。
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